
(57)【要約】

【課題】子供による加熱手段の作動開始の指示を禁止す

ると共に、子供による加熱手段の停止の指示を許可する

ことができるタッチスイッチを備えたコンロを提供する

。

【解決手段】コンロを点火指示が可能な運転状態と点火

指示が不能な待機状態とに切換えると共に、コンロの消

火指示を行うための静電容量式の運転スイッチ１０を備

え、コンロが消火状態にあるときはスイッチ回路６３に

より高抵抗の抵抗素子６１を選択して、運転スイッチ１

０の感度がｓｌである「低感度設定状態」とし、これに

より、待機状態において子供がタッチエリア１０ａに触

れたときに、運転状態に切り換わることを禁止する。一

方、コンロが燃焼状態にあるときにはスイッチ回路６３

により低抵抗の抵抗素子６２を選択して、運転スイッチ

１０の感度がｓｈ（＞ｓｌ）である「高感度設定状態」

とし、これにより子供がタッチエリア１０ａに触れたと

きに、バーナの消火処理の実行を許可する。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 加 熱 手 段 と 、 該 加 熱 手 段 を 収 容 す る コ ン ロ 本 体 の 前 面 パ ネ ル 又 は 該 コ ン ロ 本 体 の 上 面 を
覆 う 天 板 に 設 け ら れ て 、 使 用 者 が 該 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に 切 換 え る た め の 指
示 と 該 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら 停 止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 を 行 う 静 電 容 量 式 の タ ッ チ
ス イ ッ チ と 、 該 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 に あ る と き に 該 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知
状 態 に 切 り 換 わ っ た と き は 前 記 加 熱 手 段 を 作 動 さ せ る た め の 処 理 を 実 行 し 、 前 記 加 熱 手 段
が 作 動 状 態 に あ る と き に 該 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ っ た と き
に は 前 記 加 熱 手 段 を 停 止 さ せ る た め の 処 理 を 実 行 す る 加 熱 制 御 手 段 と を 備 え た コ ン ロ に お
い て 、
　 前 記 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 に あ る と き は 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ を 、 タ ッ チ エ リ ア に 所 定 の
第 １ の 基 準 容 量 以 上 の 静 電 容 量 を も っ た 静 電 体 が 接 触 又 は 接 近 し た と き に 非 検 知 状 態 か ら
検 知 状 態 に 切 り 換 わ る 低 感 度 設 定 状 態 と し 、 前 記 加 熱 手 段 が 作 動 状 態 に あ る と き に は 、 前
記 タ ッ チ ス イ ッ チ を 、 タ ッ チ エ リ ア に 前 記 第 １ の 基 準 容 量 よ り も 小 さ い 第 ２ の 基 準 容 量 以
上 の 静 電 容 量 を も っ た 静 電 体 が 接 触 又 は 接 近 し た と き に 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換
わ る 高 感 度 設 定 状 態 と す る ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る コ ン ロ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ は 、 前 面 パ ネ ル 又 は 前 記 天 板 の 所 定 箇 所 に 設 定 さ れ た タ ッ チ エ リ ア
と 、 前 記 前 面 パ ネ ル 又 は 前 記 天 板 を 介 し て 該 タ ッ チ エ リ ア と 対 向 し て 設 け ら れ た ギ ャ ッ プ
を 有 す る 電 極 と 、 該 電 極 と 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 と 、 前 記 タ ッ チ エ リ ア に 接 触 又 は 接 近 す る
静 電 体 の 静 電 容 量 に 応 じ て 変 化 す る 該 電 極 間 の 容 量 と 該 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 と を 乗 じ た 時 定
数 に 応 じ た 周 波 数 の パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 発 振 回 路 と を 有 し て 、 該 パ ル ス 信 号 の 周 波 数 を
予 め 設 定 さ れ た 基 準 周 波 数 と 比 較 す る こ と に よ り 前 記 タ ッ チ エ リ ア に 接 触 又 は 接 近 す る 静
電 体 を 検 知 し 、
　 前 記 ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 は 、 前 記 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 前 記 低
感 度 設 定 状 態 と 前 記 高 感 度 設 定 状 態 と を 切 換 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ロ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 手 段 を 備 え た コ ン ロ に 関 し 、 特 に 使 用 者 が 加 熱 手 段 の 作 動 を 指 示 す る た
め の 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ を 備 え た コ ン ロ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 例 え ば 、 誘 電 加 熱 コ イ ル 等 の 加 熱 手 段 が 収 容 さ れ た 耐 熱 ガ ラ ス 製 の 天 板 の 下
方 に 誘 電 加 熱 コ イ ル 等 の 加 熱 手 段 を 設 け て 、 該 天 板 に 載 置 さ れ る 被 調 理 物 を 加 熱 す る コ ン
ロ に お い て 、 加 熱 手 段 の 作 動 を 指 示 す る 操 作 ス イ ッ チ と し て 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ
を 採 用 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 操 作 ス イ ッ チ と し て 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ を 採 用 す る こ と に よ っ て
、 天 板 を フ ラ ッ ト に す る こ と が で き る た め 、 加 熱 調 理 に 際 し て 操 作 ス イ ッ チ が 邪 魔 に な る
こ と が な く 、 使 用 者 の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ２ ８ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 加 熱 手 段 の 作 動 を 指 示 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ と し て 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ
ッ チ を 採 用 し た 場 合 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ や ロ ー タ リ ー ス イ ッ チ の よ う に あ る 程 度 力 を 入
れ て ス イ ッ チ を 操 作 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 に あ る と き に 、 非 力
な 子 供 が い た ず ら を し て 、 或 い は 誤 っ て 加 熱 手 段 の 作 動 開 始 を 指 示 す る タ ッ チ ス イ ッ チ に
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触 れ た と き に も 、 該 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ り 、 加 熱 手 段 の
作 動 が 開 始 さ れ て し ま う と い う 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ は 、 タ ッ チ エ リ ア に 所 定 の 閾 値 を 超 え る 静 電 容 量
を も っ た 静 電 体 が 接 触 又 は 接 近 し た と き に 、 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ る も の で
あ る 。 そ こ で 、 静 電 容 量 が 小 さ い 子 供 の 指 が タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き に は 、 タ ッ チ ス イ
ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 換 わ ら な い レ ベ ル に 前 記 閾 値 を 設 定 し て タ ッ チ ス イ ッ
チ の 感 度 を 下 げ 、 静 電 容 量 が 子 供 に 指 よ り も 大 き い 大 人 の 指 が タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き
に の み 、 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 換 わ る よ う に す る こ と が 考 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 １ 個 の タ ッ チ ス イ ッ チ に よ っ て 、 加 熱 手 段 の 作 動 開 始 と 停 止 を 指 示 す る 仕 様 と
し た と き に 、 上 述 し た よ う に タ ッ チ ス イ ッ チ の 感 度 を 下 げ る と 、 加 熱 手 段 の 作 動 中 に タ ッ
チ ス イ ッ チ を 操 作 し て 加 熱 手 段 の 作 動 を 停 止 さ せ る と き に も 、 子 供 に よ る タ ッ チ ス イ ッ チ
の 操 作 が 受 け 付 け ら れ ず 、 子 供 に 頼 ん で 加 熱 手 段 を 停 止 さ せ る こ と が で き な く な っ て し ま
う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 子 供 に よ る 加 熱 手 段 の 作 動 開 始 の 指 示 を 禁 止 す る と 共 に 、 子 供 に よ
る 加 熱 手 段 の 停 止 の 指 示 を 許 可 す る こ と が で き る タ ッ チ ス イ ッ チ を 備 え た コ ン ロ を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 加 熱 手 段 と 、 該 加 熱 手 段 を 収
容 す る コ ン ロ 本 体 の 前 面 パ ネ ル 又 は 該 コ ン ロ 本 体 の 上 面 を 覆 う 天 板 に 設 け ら れ て 、 使 用 者
が 該 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 と 該 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら
停 止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 を 行 う 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ と 、 該 加 熱 手 段 が 停 止
状 態 に あ る と き に 該 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ っ た と き は 前 記
加 熱 手 段 を 作 動 さ せ る た め の 処 理 を 実 行 し 、 前 記 加 熱 手 段 が 作 動 状 態 に あ る と き に 該 タ ッ
チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ っ た と き に は 前 記 加 熱 手 段 を 停 止 さ せ る
た め の 処 理 を 実 行 す る 加 熱 制 御 手 段 と を 備 え た コ ン ロ の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 に あ る と き は 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ を 、 タ ッ チ エ リ ア
に 所 定 の 第 １ の 基 準 容 量 以 上 の 静 電 容 量 を も っ た 静 電 体 が 接 触 又 は 接 近 し た と き に 非 検 知
状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ る 低 感 度 設 定 状 態 と し 、 前 記 加 熱 手 段 が 作 動 状 態 に あ る と き
に は 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ を 、 タ ッ チ エ リ ア に 前 記 第 １ の 基 準 容 量 よ り も 小 さ い 第 ２ の 基
準 容 量 以 上 の 静 電 容 量 を も っ た 静 電 体 が 接 触 又 は 接 近 し た と き に 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態
に 切 り 換 わ る 高 感 度 設 定 状 態 と す る ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 に よ り 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ は 、 前
記 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 に あ る と き は 前 記 低 感 度 設 定 状 態 と な り 、 前 記 加 熱 手 段 が 作 動 状 態
に あ る と き に は 前 記 高 感 度 設 定 状 態 と な る 。 そ し て 、 こ れ に よ り 、 静 電 体 が 前 記 タ ッ チ ス
イ ッ チ に 接 触 し た と き に 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ る 該
静 電 体 の 静 電 容 量 の 下 限 値 が 、 前 記 加 熱 手 段 が 停 止 状 態 で あ る と き は 前 記 第 １ の 基 準 容 量
に 設 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 加 熱 手 段 が 作 動 状 態 で あ る と き に は 前 記 第 １ の 基 準 容 量 よ り も
小 さ い 第 ２ の 基 準 容 量 に 設 定 さ れ る 。 そ の た め 、 前 記 低 感 度 設 定 状 態 で は 、 静 電 容 量 が 小
さ い 子 供 の 指 が 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ の タ ッ チ エ リ ア に 接 触 し た と き に 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ
が 非 検 知 状 態 に 維 持 さ れ て 、 前 記 加 熱 手 段 の 作 動 を 開 始 す る た め の 処 理 の 実 行 が 禁 止 さ れ
、 前 記 高 感 度 設 定 状 態 で は 、 子 供 の 指 が 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ の タ ッ チ エ リ ア に 接 触 し た と
き に 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ が 非 検 知 状 態 か ら 検 知 状 態 に 切 り 換 わ っ て 、 前 記 加 熱 手 段 を 停 止
す る た め の 処 理 が 実 行 さ れ る よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ は 、 前 面 パ ネ ル 又 は 前 記 天 板 の 所 定 箇 所 に 設 定 さ れ た タ ッ チ
エ リ ア と 、 前 記 前 面 パ ネ ル 又 は 前 記 天 板 を 介 し て 該 タ ッ チ エ リ ア と 対 向 し て 設 け ら れ た ギ
ャ ッ プ を 有 す る 電 極 と 、 該 電 極 と 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 と 、 前 記 タ ッ チ エ リ ア に 接 触 又 は 接
近 す る 静 電 体 の 容 量 に 応 じ て 変 化 す る 該 電 極 間 の 容 量 と 該 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 と を 乗 じ た 時
定 数 に 応 じ た 周 波 数 の パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 発 振 回 路 と を 有 し て 、 該 パ ル ス 信 号 の 周 波 数
を 予 め 設 定 さ れ た 基 準 周 波 数 と 比 較 す る こ と に よ り 前 記 タ ッ チ エ リ ア に 接 触 又 は 接 近 す る
静 電 体 を 検 知 し 、 前 記 ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 は 、 前 記 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と に
よ っ て 、 前 記 低 感 度 設 定 状 態 と 前 記 高 感 度 設 定 状 態 と を 切 換 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 電 極 と 接 続 さ れ た 前 記 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と に
よ り 、 あ る 静 電 容 量 を 有 す る 静 電 体 が 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ の タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き に
、 前 記 発 振 回 路 か ら 出 力 さ れ る 前 記 パ ル ス 信 号 の 周 波 数 が 変 化 す る 。 そ の た め 、 前 記 抵 抗
素 子 の 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 前 記 パ ル ス 信 号 の 周 波 数 が 前 記 基 準 周 波 数 と な る
静 電 体 の 静 電 容 量 の レ ベ ル を 変 更 し て 、 前 記 タ ッ チ ス イ ッ チ を 前 記 低 感 度 設 定 状 態 と 前 記
高 感 度 設 定 状 態 と に 切 換 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の コ ン ロ
の 外 観 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 し た ガ ラ ス 天 板 の 表 面 に 設 け ら れ た タ ッ チ ス イ ッ チ と 表 示 部 の
配 置 図 、 図 ３ は コ ン ロ の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は タ ッ チ ス イ ッ チ の 断 面 図 、 図 ５ は タ ッ チ
ス イ ッ チ の 構 成 図 、 図 ６ ～ 図 ８ は コ ン ロ の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 コ ン ロ 本 体 １ の 上 面 に 、 耐 熱 性 に 優 れ た 光 透 過 性 の 結 晶 化 ガ ラ ス で 形 成 さ れ た
ガ ラ ス 天 板 ２ を 装 着 し た ド ロ ッ プ イ ン 式 の コ ン ロ を 示 し て い る 。 ガ ラ ス 天 板 ２ に は 、 左 右
一 対 の コ ン ロ 開 口 ３ ａ ， ３ ｂ が 開 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ロ 本 体 １ 内 に 、 各 コ ン ロ 開
口 ３ ａ ， ３ ｂ に 臨 ま せ て 、 左 バ ー ナ ４ ａ 及 び 右 バ ー ナ ４ ｂ （ 本 発 明 の 加 熱 手 段 に 相 当 す る
） が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ ン ロ 開 口 ３ ａ ， ３ ｂ に は 、 調 理 容 器 を 載 置 す る 五 徳 ５ ａ ，
５ ｂ が 配 置 さ れ 、 ガ ラ ス 天 板 ２ の 上 面 の 手 前 側 に 、 左 バ ー ナ ４ ａ 及 び 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動
を 指 示 す る た め の 操 作 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 操 作 部 ６ に は 、 コ ン ロ 本 体 １ に 電 源 が 投 入 さ れ た 状 態 で 、 左 バ ー ナ ４
ａ 及 び 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動 指 示 が 可 能 な 「 運 転 状 態 」 と 該 作 動 指 示 が 不 能 な 「 待 機 状 態 」
と に 切 り 換 え る 運 転 ス イ ッ チ １ ０ （ 本 発 明 の 使 用 者 が 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に
切 換 え る た め の 指 示 と 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら 停 止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 を 行 う 静 電
容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ に 相 当 す る ） が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 作 動 を 指
示 す る た め に 、 左 バ ー ナ ４ ａ を 点 火 準 備 状 態 と す る 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ （ 本 発 明 の 使
用 者 が 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 と 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら
停 止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 を 行 う 静 電 容 量 式 の タ ッ チ ス イ ッ チ に 相 当 す る ） が 、 左 バ
ー ナ ４ ａ の 火 力 を ５ 段 階 （ レ ベ ル １ ～ レ ベ ル ５ ） に 切 り 換 え る 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２
ａ と 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ 、 左 バ ー ナ ４ ａ が 点 火 準 備 状 態 に あ る と き と 左 バ ー ナ ４ ａ の
作 動 中 に 点 灯 す る 点 火 準 備 表 示 部 １ ４ ａ 、 及 び 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 設 定 を 表 示 す る 火 力 レ
ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 左 バ ー ナ ４ ａ が 点 火 準 備 状 態 で あ る と き に 、 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ が 操 作 さ れ
た と き に は 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 処 理 が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 燃 焼 中 に 点 火
準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ 又 は 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が 操 作 さ れ た と き は 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 消 火 処 理
が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 様 に 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動 を 指 示 す る た め に 、 右 バ ー ナ ４ ｂ を 点 火 準 備 状 態 と す る 点
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火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ｂ （ 本 発 明 の 使 用 者 が 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に 切 換 え る た
め の 指 示 と 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら 停 止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 を 行 う 静 電 容 量 式 の タ
ッ チ ス イ ッ チ に 相 当 す る ） 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 火 力 を ５ 段 階 （ レ ベ ル １ ～ レ ベ ル ５ ） に 切 り
換 え る 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ｂ と 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ｂ 、 右 バ ー ナ ４ ｂ が 点 火 準 備
状 態 に あ る と き と 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動 中 に 点 灯 す る 点 火 準 備 表 示 部 １ ４ ｂ 、 及 び 右 バ ー ナ
４ ｂ の 火 力 設 定 を 表 示 す る 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 右 バ ー ナ ４ ｂ が 点 火 準 備 状 態 に あ る と き に 、 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ｂ が 操 作 さ れ
た と き に は 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 点 火 処 理 が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 燃 焼 中 に 点 火
準 備 ス イ ッ チ １ １ ｂ 又 は 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が 操 作 さ れ た と き は 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 消 火 処 理
が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 操 作 部 ６ に は 、 「 運 転 状 態 」 に あ る と き に 点 灯 す る ア ン ロ ッ ク 表 示 部 １ ６ と 、
運 転 ス イ ッ チ １ ０ が 所 定 時 間 （ 例 え ば ４ 秒 ） 以 上 連 続 し て 操 作 さ れ て 、 全 て の ス イ ッ チ の
操 作 が 不 能 な い わ ゆ る チ ャ イ ル ド ロ ッ ク 状 態 と な っ た と き に 点 灯 す る ロ ッ ク 表 示 部 １ ７ と
が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 操 作 部 ６ の 各 ス イ ッ チ は 、 ガ ラ ス 天 板 ２ の 裏 面 に 設 け ら れ た 静 電 容 量 検 出 部 と
、 静 電 容 量 検 出 部 の 電 極 パ タ ー ン （ 詳 細 は 後 述 す る ） と 対 向 し た ガ ラ ス 天 板 ２ の 表 面 部 分
に プ リ ン ト さ れ た 各 ス イ ッ チ マ ー ク の 部 分 の タ ッ チ エ リ ア と に よ り 構 成 さ れ た 無 接 点 型 の
タ ッ チ ス イ ッ チ で あ る 。 そ し て 、 該 タ ッ チ エ リ ア に 静 電 体 が 置 か れ て い る と き は 、 静 電 容
量 検 出 部 に よ り 該 静 電 体 が 検 出 さ れ て タ ッ チ ス イ ッ チ は ｏ ｎ 状 態 （ 本 発 明 の 検 知 状 態 に 相
当 す る ） と な る 。 一 方 、 該 タ ッ チ エ リ ア に 静 電 体 が 置 か れ て い な い と き に は 、 静 電 容 量 検
出 部 に よ り 該 静 電 体 が 検 出 さ れ ず 、 タ ッ チ ス イ ッ チ は ｏ ｆ ｆ 状 態 （ 本 発 明 の 非 検 知 状 態 に
相 当 す る ） と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ の 各 表 示 部 は 、 ガ ラ ス 天 板 ２ の 裏 面 に 設 け ら れ た Ｌ Ｅ Ｄ と 、 該 Ｌ Ｅ Ｄ と
対 向 し た ガ ラ ス 天 板 ２ の 表 面 部 分 に プ リ ン ト さ れ た プ リ ン ト 部 分 と に よ り 構 成 さ れ る 。 そ
し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ を Ｏ Ｎ し た と き に 表 示 部 が 点 灯 状 態 に な り 、 Ｌ Ｅ Ｄ を Ｏ Ｆ Ｆ し た と き に 表 示
部 は 消 灯 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ は 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 レ ベ ル （ レ ベ ル １ ～ レ ベ ル ５ ）
を 、 図 示 し た ５ 個 の 点 灯 部 分 か ら な る バ ー 表 示 の 左 側 か ら の 点 灯 部 分 の 点 灯 個 数 で 表 示 す
る 。 例 え ば 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 レ ベ ル が １ で あ る と き は バ ー 表 示 の 左 端 の 点 灯 部 分 の み
を 点 灯 し 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 レ ベ ル が ５ で あ る と き は バ ー 表 示 の ５ 個 の 点 灯 部 分 が 全 て
点 灯 す る 。 同 様 に 、 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ｂ は 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 火 力 レ ベ ル （ レ ベ ル １ ～
レ ベ ル ５ ） を 、 図 示 し た ５ 個 の 点 灯 部 分 か ら な る バ ー 表 示 の 左 側 か ら の 点 灯 部 分 の 点 灯 個
数 で 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 コ ン ロ 本 体 １ 内 に は 、 コ ン ロ の 全 体 的 な 作 動 を 制 御 す る 制 御 回
路 基 板 ３ ０ が 備 え ら れ 、 ガ ラ ス 天 板 ２ の 裏 面 に 操 作 回 路 基 板 ５ ０ と 表 示 回 路 基 板 ６ ０ が 両
面 テ ー プ に よ り 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 操 作 部 ６ の 各 ス イ ッ チ （ 運 転 ス イ ッ チ １ ０ 、 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ ， １ １ ｂ
、 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ 、 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ） の タ ッ チ エ
リ ア に 対 応 し て 操 作 回 路 基 板 ５ ０ に 配 置 さ れ た 静 電 容 量 検 出 部 で あ る 、 運 転 ス イ ッ チ 検 出
部 ２ ０ 、 左 バ ー ナ 用 点 火 準 備 ス イ ッ チ 検 出 部 ２ １ ａ 、 左 バ ー ナ 用 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ 検 出 部
２ ３ ａ 、 左 バ ー ナ 用 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ 検 出 部 ２ ２ ａ 、 右 バ ー ナ 用 点 火 準 備 ス イ ッ チ 検
出 部 ２ １ ｂ 、 右 バ ー ナ 用 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ 検 出 部 ２ ３ ｂ 、 及 び 右 バ ー ナ 用 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス
イ ッ チ 検 出 ２ ２ ｂ に よ る 静 電 体 の 検 出 信 号 が 制 御 回 路 基 板 ３ ０ に 入 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 に よ っ て 、 コ ン ロ 本 体 １ へ の 燃 料 ガ ス
の 供 給 と 遮 断 と を 切 り 換 え る ガ ス 元 弁 ４ ０ 、 左 バ ー ナ ４ ａ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 と 遮 断 と を
切 り 換 え る 左 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４ １ ａ 、 左 バ ー ナ ４ ａ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 流 量 を 変 更 す る 左
バ ー ナ 用 火 力 調 節 弁 ４ ２ ａ 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 電 極 （ 図 示 し な い ） に 高 電 圧 を 印 加 し て
火 花 放 電 を 生 じ さ せ る 左 バ ー ナ 用 イ グ ナ イ タ ４ ３ ａ 、 右 バ ー ナ ４ ｂ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 と
遮 断 と を 切 り 換 え る 右 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４ １ ｂ 、 右 バ ー ナ ４ ｂ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 流 量 を 変
更 す る 右 バ ー ナ 用 火 力 調 節 弁 ４ ２ ｂ 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 点 火 電 極 （ 図 示 し な い ） に 高 電 圧 を
印 加 し て 火 花 放 電 を 生 じ さ せ る 右 バ ー ナ 用 イ グ ナ イ タ ４ ３ ｂ の 作 動 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 に よ っ て 、 操 作 部 ６ に 備 え ら れ た 各
表 示 部 （ 点 火 準 備 表 示 部 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 、 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 、 ア ン ロ ッ ク
表 示 部 １ ６ 、 ロ ッ ク 表 示 部 １ ７ ） の プ リ ン ト 部 分 に 対 応 し て 、 表 示 回 路 基 板 ６ ０ に 備 え ら
れ た Ｌ Ｅ Ｄ （ 図 示 し な い ） の ｏ ｎ ／ ｏ ｆ ｆ と 、 ブ ザ ー １ ８ の ｏ ｎ ／ ｏ ｆ ｆ が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ に は 、 左 バ ー ナ ４ ａ と 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動 を 制 御 す る 加 熱 制 御
手 段 ３ １ と 、 操 作 部 ６ に 備 え ら れ た 各 表 示 部 の 点 灯 ／ 消 灯 の 制 御 と ブ ザ ー １ ８ に よ る 報 知
を 行 う 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ と 、 各 タ ッ チ ス イ ッ チ の 感 度 を 制 御 す る ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段 ３
３ と が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ か ら 操 作 回 路 基 板 ５ ０ に 出 力 さ れ る 感
度 切 換 信 号 ｓ ｃ ｈ _sigに よ り 、 各 タ ッ チ ス イ ッ チ の 感 度 が 切 換 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ は 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 断 面 図 で あ り 、 運 転 ス イ ッ チ マ ー ク １ ０ ａ が 設 け ら れ
た ガ ラ ス 天 板 ２ の 凹 凸 を 有 す る 裏 面 に 、 非 導 電 性 の 両 面 テ ー プ ９ ５ を 介 し て 操 作 回 路 基 板
５ ０ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ガ ラ ス 天 板 ２ を 介 し て 運 転 ス イ ッ チ マ ー ク １ ０ ａ と
対 向 し た 操 作 回 路 基 板 ５ ０ の 部 分 に 、 電 極 パ タ ー ン ５ １ ｄ （ 本 発 明 の ギ ャ ッ プ を 有 す る 電
極 に 相 当 す る ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 静 電 体 で あ る 使 用 者 の 指 Ｆ が 運 転 ス イ ッ
チ マ ー ク １ ０ ａ に 接 近 又 は 接 触 し た と き に 、 電 極 パ タ ー ン ５ １ ｄ 間 の 静 電 容 量 が 変 化 す る
。 な お 、 他 の ス イ ッ チ マ ー ク と 対 向 し た 操 作 回 路 基 板 ５ ０ の 部 分 に も 、 同 様 に 電 極 パ タ ー
ン が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ （ ａ ） を 参 照 し て 、 運 転 ス イ ッ チ 検 出 部 ２ ０ は 、 電 極 パ タ ー ン ５ １ ｄ の 一 端
と 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 ６ １ ， ６ ２ と 、 抵 抗 素 子 ６ １ ， ６ ２ を 選 択 的 に 発 振 回 路 ６ ４ に 導 通
す る ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ と 、 検 知 回 路 ６ ５ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 発 振 回 路 ６ ４ は 、 電 極
パ タ ー ン ５ １ 間 の 静 電 容 量 Ｃ と 、 ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ に よ り 切 換 え ら れ る 抵 抗 素 子 ６ １ 又 は
抵 抗 素 子 ６ ２ の 抵 抗 値 Ｒ と を 乗 じ た 時 定 数 τ （ ＝ Ｃ ・ Ｒ ） の 逆 数 に 比 例 し た 周 波 数 の パ ル
ス 信 号 を 出 力 す る 。 な お 、 抵 抗 素 子 ６ １ の 抵 抗 値 は 抵 抗 素 子 ６ ２ よ り も 高 く 設 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 検 知 回 路 ６ ５ に お い て は 、 電 極 パ タ ー ン ５ １ ｄ 間 の 静 電 容 量 が 子 供 の 指 を 想 定 し
て 設 定 さ れ た 基 準 容 量 （ 本 発 明 の 第 ２ の 基 準 容 量 に 相 当 す る ） で あ っ て 、 ス イ ッ チ 回 路 ６
３ に よ り 低 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ ２ が 選 択 さ れ た と き に 、 発 振 回 路 ６ ４ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス
信 号 の 周 波 数 が 、 予 め 基 準 周 波 数 と し て 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 検 知 回 路 ６ ５ は 、 発 振 回 路 ６ ４ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 周 波 数 が 基 準 周 波
数 以 下 と な っ た と き に 、 検 知 信 号 ｓ ｅ ｎ _sigを 制 御 回 路 基 板 ３ ０ の 入 力 ポ ー ト Ｉ ／ Ｏ _2に
対 し て 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ で は 、 検 知 信 号 ｓ ｅ ｎ _sigの 有 無 を 確 認
す る こ と に よ っ て 、 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が 検 知 状 態 に あ る か 非 検 知 状 態 に あ る か を 把 握 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ は 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ の 出 力 ポ ー ト Ｉ ／ Ｏ _1か ら 出 力 さ れ る 感
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度 切 換 信 号 ｓ ｃ ｈ _sigの 有 無 に 応 じ て 、 抵 抗 素 子 ６ １ を 選 択 し た 状 態 （ 抵 抗 素 子 ６ １ が 発
振 回 路 ６ ４ に 導 通 し た 状 態 ） と 、 抵 抗 素 子 ６ ２ を 選 択 し た 状 態 （ 抵 抗 素 子 ６ ２ が 発 振 回 路
６ ４ に 導 通 し た 状 態 ） と を 切 換 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 パ ル ス 信 号 の 周 波 数 は 時 定 数 τ の 逆 数 に 比 例 す る た め 、 ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ に よ
り 高 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ １ が 選 択 さ れ た と き の 方 が 、 低 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ ２ が 選 択 さ れ た よ
り も 、 発 振 回 路 ６ ４ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 周 波 数 は 低 く な る 。 そ の た め 、 ス イ ッ チ
回 路 ６ ３ に よ り 高 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ １ 選 択 さ れ た と き の 方 が 、 低 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ ２ が 選
択 さ れ た と き よ り も 、 よ り 小 さ い 静 電 容 量 を も っ た 静 電 体 の 接 触 で 発 振 回 路 ６ ４ か ら 出 力
さ れ る パ ル ス 信 号 の 周 波 数 が 基 準 周 波 数 以 下 と な っ て 、 検 知 回 路 ６ ５ か ら 検 知 信 号 ｓ ｅ ｎ
sigが 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ に 備 え ら れ た ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段 ３ ３ は 、 感 度 切 換 信
号 ｓ ｃ ｈ _sigの 出 力 に よ り ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ で 選 択 さ れ る 抵 抗 素 子 （ 抵 抗 素 子 ６ １ 又 は 抵
抗 素 子 ６ ２ ） を 切 換 え る こ と に よ っ て 、 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 を 切 換 え る こ と が で き る
。 具 体 的 に は 、 ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ に よ り 高 抵 抗 の 抵 抗 素 子 ６ １ が 選 択 さ れ た と き は 運 転 ス
イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 高 い 「 高 感 度 設 定 状 態 」 と な り 、 ス イ ッ チ 回 路 ６ ３ に よ り 低 抵 抗 の 抵
抗 素 子 ６ ２ が 選 択 さ れ た と き に は 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 低 い 「 低 感 度 設 定 状 態 」 と な
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 「 低 感 度 設 定 状 態 」 に お い て 、 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｆ ｆ 状 態 か ら ｏ ｎ 状 態 に 切
り 換 わ る 静 電 体 の 静 電 容 量 の 下 限 値 が 、 本 発 明 の 第 １ の 基 準 容 量 に 相 当 し 、 「 高 感 度 設 定
状 態 」 に お い て 、 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｆ ｆ 状 態 か ら ｏ ｎ 状 態 に 切 り 換 わ る 静 電 体 の 静 電
容 量 の 下 限 値 が 、 本 発 明 の 第 ２ の 基 準 容 量 に 相 当 す る 。 ま た 、 他 の ス イ ッ チ 検 出 部 （ 図 ３
参 照 ） に つ い て も 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ に 備 え ら れ た ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段 ３ ３ と 、 操 作 回 路 基 板 ５ ０
に 備 え ら れ た 各 タ ッ チ ス イ ッ チ の ス イ ッ チ 切 換 回 路 ６ ３ と 抵 抗 素 子 ６ １ ， ６ ２ と に よ り 、
本 発 明 の ス イ ッ チ 感 度 変 更 手 段 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 制 御 回 路 基 板 ３ ０ に よ る 左 バ ー ナ
４ ａ の 作 動 の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 作 動 の 制 御 も 同 様 に 実 行 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 コ ン ロ 本 体 １ に 電 源 が 投 入 さ れ て 制 御 回 路 基 板 ３ ０ へ の 電 源 供 給 が 開 始 さ れ る と 、 制 御
回 路 基 板 ３ ０ は 作 動 を 開 始 す る 。 そ し て 、 図 ６ の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ で 、 ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段 ３
３ は 、 感 度 切 換 信 号 ｓ ｃ ｈ _sigの 出 力 を 停 止 し て 各 ス イ ッ チ （ 運 転 ス イ ッ チ １ ０ 、 左 バ ー
ナ 用 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ 、 左 バ ー ナ 用 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ 、 左 バ ー ナ 用 火 力 Ｄ Ｏ
Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ 、 右 バ ー ナ 用 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ｂ 、 右 バ ー ナ 用 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ
１ ３ ｂ 、 右 バ ー ナ 用 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ｂ ） を 「 低 感 度 設 定 状 態 」 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 操 作 部 ６ に 設 定 さ れ た 各 ス イ ッ チ エ リ ア に 子 供 が 指 で 触 れ て も 、 各 タ ッ チ
ス イ ッ チ は 非 検 知 状 態 に 維 持 さ れ る 状 態 と な り 、 子 供 が い た ず ら を し た り 誤 っ て タ ッ チ ス
イ ッ チ に 触 っ た と き に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ か ら 図 ７ の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ８ ま で の 左 バ ー ナ ３ ａ の 点 火 に
至 る 処 理 が 実 行 さ れ る こ と を 禁 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 大 人 が 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き に は 、 「 低 感 度 設 定 状 態 」
で あ っ て も Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ で 運 転 ス イ ッ チ が ｏ ｎ 状 態 と な っ て Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ に 進 む 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３
～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ４ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ （ 図 ３ 参 照 ） に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、
Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ で ブ ザ ー １ ８ （ 図 ３ 参 照 ） を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ４ で ア ン ロ ッ ク 表 示
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部 １ ６ （ 図 ２ 参 照 ） を 点 灯 し て 、 使 用 者 に 「 待 機 状 態 」 か ら 「 運 転 状 態 」 に 切 り 換 わ っ た
こ と を 報 知 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は 、 次 の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ と Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ か ら な る ル ー プ を 実 行 し て
、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ で 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｎ 状 態 と な る か 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ で 点 火 準 備 ス イ ッ チ １
１ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な る の を 待 つ 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ で 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き
は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ ０ に 分 岐 す る 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ １ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理
で あ り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ
３ １ で ア ン ロ ッ ク 表 示 部 １ ６ を 消 灯 し て 、 使 用 者 に 「 待 機 状 態 」 と な っ た こ と を 報 知 し 、
Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ で 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ に
進 む 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ は 点 灯 準 備 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 準 備 手 段 ３ ２
は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ で 点 灯 準 備 表 示 部 １ ４ ａ を
点 灯 し て 、 使 用 者 に 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ の 操 作 に よ る 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 指 示 が 可 能
な 「 点 火 準 備 状 態 」 と な っ た こ と を 報 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は 、 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ９ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ １ か ら な る ル ー プ を 実 行 し
て 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ９ で 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な る か 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ０ で 運 転 ス イ
ッ チ １ ０ が ｏ ｎ 状 態 と な る か 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ １ で 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な る
の を 待 つ 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ９ で 点 火 準 備 ス イ ッ チ ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ４ ０ に 分 岐 す る 。 Ｓ Ｔ
Ｅ Ｐ ４ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ４ １ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ
Ｔ Ｅ Ｐ ４ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ４ １ で 点 灯 準 備 表 示 部 １ ４ ａ を 消
灯 し て 、 使 用 者 に 「 点 灯 準 備 状 態 」 が 解 除 さ れ た こ と を 報 知 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ０ で 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ ０ に 分 岐
す る 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ ２ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段
３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ １ で 点 火 準 備 表 示 部
１ ４ ａ を 消 灯 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ ２ で ア ン ロ ッ ク 表 示 部 １ ６ を 消 灯 し て 、 使 用 者 に 「 点 灯 準 備
状 態 」 と 「 運 転 状 態 」 が 解 除 さ れ た こ と を 報 知 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ １ で 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は 、 図 ７ の Ｓ Ｔ
Ｅ Ｐ １ ２ に 進 む 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ２ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ３ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点
灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ２ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ３ で 火 力
レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ を 点 火 時 の 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 レ ベ ル に 対 応 し た レ ベ ル ４ で 点 灯 し て
、 使 用 者 に 点 火 操 作 が 受 け 付 け ら れ た こ と を 報 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ４ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ８ は 加 熱 制 御 手 段 ３ １ に よ る 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 処 理 で
あ る 。 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ４ で 左 バ ー ナ 用 火 力 調 節 弁 ４ ２ ａ を レ ベ ル ４ に 設
定 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ５ で イ グ ナ イ タ ４ ３ ａ に 通 電 し て 放 電 電 極 （ 図 示 し な い ） に 火 花 放 電 を
生 じ さ せ た 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ６ で 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は 、 ガ ス 元 弁 ４ ０ と 左 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４ １ ａ を
ｏ ｎ （ 開 弁 ） し て 、 左 バ ー ナ ４ ａ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 を 開 始 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ８ で 左 バ ー ナ
４ ａ の 点 火 の 有 無 を 確 認 す る 。 そ し て 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 が 確 認 さ れ た と き は 、 Ｓ Ｔ Ｅ
Ｐ １ ８ に 進 ん で 左 バ ー ナ 用 イ グ ナ イ タ ４ ３ ａ を ｏ ｆ ｆ し て 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 処 理 を 終 了
す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 一 方 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ７ で 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 が 確 認 で き ず 、 点 火 に 失 敗 し た と き に は 、 Ｓ
Ｔ Ｅ Ｐ ６ ０ に 分 岐 す る 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ２ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ
り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ １
で 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ を 点 滅 さ せ 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ２ で 点 灯 準 備 表 示 部 １ ４ ａ を 消 灯 し て
、 使 用 者 に 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 に 失 敗 し た こ と を 報 知 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 次 の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ３ で 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は ガ ス 元 弁 ４ ０ と 左 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４
１ ａ を 閉 弁 し て 、 左 バ ー ナ ４ ａ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 を 遮 断 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ４ で エ ラ ー 解 除
（ 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 操 作 に よ る ） が 検 知 さ れ た と き に Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ５ に 進 む 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６
５ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ６ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ
６ ５ で 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ を 消 灯 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ６ で ア ン ロ ッ ク 表 示 部 １ ６ を 消 灯 し
て 、 使 用 者 に 「 待 機 状 態 」 と な っ た こ と を 報 知 し 、 図 ６ の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 左 バ ー ナ ４ ａ の 点 火 が 確 認 さ れ た と き に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ９ で 、 ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段 ３ ３
は 、 感 度 切 換 信 号 ｓ ｃ ｈ _sigを 出 力 し て 、 右 バ ー ナ ４ ｂ の 消 火 指 示 が 可 能 な 点 火 準 備 １ １
ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ を 「 高 感 度 設 定 状 態 」 と す る 。 こ れ に よ り 、 子 供 が 点 火 準 備 ス イ ッ
チ １ １ ａ 及 び 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き に も 、 こ れ ら の タ ッ チ ス イ ッ
チ が ｏ ｆ ｆ 状 態 か ら ｏ ｎ 状 態 に 切 り 換 わ る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は 、 続 く 図 ８ の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ２ の ル ー プ を 実 行
し て 、 点 灯 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ 、 運 転 ス イ ッ チ １ ０ 、 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ 、 及 び
火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ の う ち の い ず れ か が ｏ ｎ 状 態 と な る の を 待 つ 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ０ で 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ０ に 分 岐
す る 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ２ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段
３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ １ で 点 灯 準 備 表 示 部
１ ４ ａ を 消 灯 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ２ で 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ を 消 灯 し て 、 使 用 者 に 左 バ ー ナ
４ ａ の 消 火 指 示 が 受 け 付 け ら れ た こ と と 「 運 転 状 態 」 に 切 り 換 わ る こ と を 報 知 す る 。 そ し
て 、 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ７ ３ で 、 加 熱 制 御 手 段 ３ １ は ガ ス 元 弁 ４ ０ と 左 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４ １ ａ を
閉 弁 し て 左 バ ー ナ ４ ａ を 消 火 し 、 図 ６ の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ５ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ １ で 運 転 ス イ ッ チ １ ０ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ０ に 分 岐
す る 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ３ は 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段
３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ０ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共 に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ １ で 点 火 準 備 表 示 部
１ ４ ａ を 消 灯 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ２ で 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ を 消 灯 し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ３ で ア ン
ロ ッ ク 表 示 部 １ ６ を 消 灯 し て 、 使 用 者 に 左 バ ー ナ ４ ａ を 消 火 指 示 が 受 け 付 け ら れ た こ と と
「 待 機 状 態 」 に 切 り 換 わ る こ と を 報 知 す る 。 そ し て 、 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ８ ４ で 、 加 熱 制 御 手 段
３ １ は ガ ス 元 弁 ４ ０ と 左 バ ー ナ 用 開 閉 弁 ４ １ ａ を 閉 弁 し て 左 バ ー ナ ４ ａ を 消 火 し 、 図 ６ の
Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ １ で 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ 又 は 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ が ｏ ｎ
状 態 と な っ た と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ３ に 進 む 。 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ３ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ４ は 点 灯 制 御 手 段 ３
２ に よ る 処 理 で あ り 、 点 灯 制 御 手 段 ３ ２ は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ３ で ブ ザ ー １ ８ を 鳴 動 さ せ る と 共
に 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ４ で 火 力 レ ベ ル 表 示 部 １ ５ ａ の 表 示 レ ベ ル を 変 更 （ 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３
ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は １ 段 階 レ ベ ル を 上 げ 、 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ が ｏ ｎ 状
態 と な っ た と き に は １ 段 階 レ ベ ル を 下 げ る ） し て 、 使 用 者 に 左 バ ー ナ ４ ａ の 火 力 レ ベ ル の
変 更 指 示 が 受 け 付 け ら れ た こ と を 報 知 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 続 く Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ５ で 、 加 熱 制 御 手 段 １ ３ は 、 左 バ ー ナ 用 火 力 調 節 弁 ４ ２ ａ の 設
定 レ ベ ル を 変 更 （ 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ １ ３ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き は １ 段 階 レ ベ ル を 上 げ
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、 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ス イ ッ チ １ ２ ａ が ｏ ｎ 状 態 と な っ た と き に は １ 段 階 レ ベ ル を 下 げ る ） し て
、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ６ に 進 む 。 そ し て 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ６ で 、 左 バ ー ナ ４ ａ の 失 火 等 の 異 常 が 生 じ た
と き は Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ６ に 分 岐 し て 上 述 し た Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ０ ～ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ６ ６ の 処 理 を 行 い 、 異 常
の 報 知 と 左 バ ー ナ ４ ａ の 消 火 を 行 う 。 一 方 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ６ で 異 常 が 生 じ て い な か っ た と き
に は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ０ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ に お け る 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 操 作 と Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ９ に お け る 点 火 準 備 ス イ
ッ チ １ １ ａ の 操 作 は 、 本 発 明 の 使 用 者 が 加 熱 手 段 を 停 止 状 態 か ら 作 動 状 態 に 切 換 え る た め
の 指 示 に 相 当 す る 。 ま た 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ ０ に お け る 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ の 操 作 と Ｓ Ｔ Ｅ
Ｐ ２ １ に お け る 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 操 作 は 、 本 発 明 の 使 用 者 が 加 熱 手 段 を 作 動 状 態 か ら 停
止 状 態 に 切 換 え る た め の 指 示 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ （ ｂ ） は 、 以 上 説 明 し た 図 ６ ～ 図 ８ の 処 理 に よ り 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ で 全 て の タ ッ チ ス イ
ッ チ を 「 低 感 度 設 定 状 態 」 と し 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ９ で 左 バ ー ナ ４ ａ の 消 火 指 示 が 可 能 な 点 火 準
備 ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ を 「 高 感 度 設 定 状 態 」 と し た 場 合 に お け る 、 点 火 準
備 ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 の 推 移 を 示 し た も の で あ り 、 縦 軸 が 点 火 準 備
ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 に 設 定 さ れ 、 横 軸 が 時 間 ｔ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 先 ず 、 ｔ 1 0 で 制 御 回 路 基 板 ３ ０ の 作 動 が 開 始 さ れ る と 、 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転
ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 「 低 感 度 設 定 状 態 」 に 対 応 し た ｓ ｌ と な る 。 そ し て 、 左 バ ー ナ ４ ａ
に 点 火 さ れ た ｔ 1 1 で 、 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 「 高 感 度 設 定
状 態 」 に 対 応 し た ｓ ｈ と な り 、 そ の 後 、 左 バ ー ナ ４ ａ が 消 火 さ れ た ｔ 1 2 で 点 火 準 備 ス イ ッ
チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 「 高 感 度 設 定 状 態 」 に 対 応 し た ｓ ｈ と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 左 バ ー ナ ４ ａ が 消 火 状 態 に あ る ｔ 1 0 ～ ｔ 1 1 と ｔ 1 2 以 降 は 、 点 火 準 備 ス イ ッ
チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 低 く な り 、 子 供 が タ ッ チ ス イ ッ チ に 触 れ た と き に 左
バ ー ナ ４ ａ の 点 火 処 理 が 開 始 さ れ る こ と が 禁 止 さ れ る 。 ま た 、 左 バ ー ナ ４ ａ が 燃 焼 状 態 に
あ る ｔ 1 1 ～ ｔ 1 2 に お い て は 、 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ と 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の 感 度 が 高 く な
り 、 子 供 が 点 火 準 備 ス イ ッ チ １ １ ａ 又 は 運 転 ス イ ッ チ １ ０ の タ ッ チ エ リ ア に 触 れ た と き に
、 左 バ ー ナ ４ ａ の 消 火 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 の 加 熱 手 段 と し て ガ ス バ ー ナ ４ ａ ， ４ ｂ を 備 え た コ ン
ロ を 示 し た が 、 電 気 ヒ ー タ 等 の 他 の 種 類 の 加 熱 手 段 を 備 え た コ ン ロ に 対 し て も 本 発 明 の 適
用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ラ ス 天 板 ２ に タ ッ チ ス イ ッ チ を 備 え た コ ン ロ を 示 し た が 、
コ ン ロ の 前 面 パ ネ ル に タ ッ チ ス イ ッ チ を 備 え た コ ン ロ で あ っ て も 、 本 発 明 の 適 用 が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 電 極 パ タ ー ン １ ０ と 接 続 さ れ る
抵 抗 素 子 ６ １ ， ６ ２ を 選 択 的 に 切 換 え て 発 振 回 路 ６ ４ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 の 周 波 数
を 変 更 し 、 こ れ に よ り タ ッ チ ス イ ッ チ の 感 度 を 変 更 し た が 、 他 の 方 法 に よ っ て タ ッ チ ス イ
ッ チ の 感 度 を 変 更 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン ロ の 外 観 図 。
【 図 ２ 】 ガ ラ ス 天 板 の 表 面 に 設 け ら れ た タ ッ チ ス イ ッ チ と 表 示 部 の 配 置 図 。
【 図 ３ 】 コ ン ロ の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 タ ッ チ ス イ ッ チ の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 タ ッ チ ス イ ッ チ の 構 成 図 。
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【 図 ６ 】 コ ン ロ の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 コ ン ロ の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 コ ン ロ の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ … コ ン ロ 本 体 、 ２ … ガ ラ ス 天 板 、 ４ ａ … 左 バ ー ナ 、 ４ ｂ … 右 バ ー ナ 、 ６ … 操 作 部 、 １
０ … 運 転 ス イ ッ チ 、 １ １ ａ ， １ １ ｂ … 点 火 準 備 ス イ ッ チ 、 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ … 火 力 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ
ス イ ッ チ 、 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ … 火 力 Ｕ Ｐ ス イ ッ チ 、 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ … 点 火 準 備 表 示 部 、 １ ５
ａ ， １ ５ ｂ … 火 力 レ ベ ル 表 示 部 、 １ ６ … ア ン ロ ッ ク 表 示 部 、 １ ７ … ロ ッ ク 表 示 部 、 ３ ０ …
制 御 回 路 基 板 、 ３ １ … 加 熱 制 御 手 段 、 ３ ２ … 点 灯 制 御 手 段 、 ３ ３ … ス イ ッ チ 感 度 制 御 手 段
、 ５ ０ … 操 作 回 路 基 板 、 ５ １ ｄ … 電 極 パ タ ー ン 、 ６ ０ … 表 示 回 路 基 板 、 ６ １ ， ６ ２ … 抵 抗
素 子 、 ６ ３ … ス イ ッ チ 回 路 、 ６ ４ … 発 振 回 路 、 ６ ５ … 検 知 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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